
令和６年度 西三河中学校ソフトボール選手権大会 

１ 期  日   令和６年 ７月 ２０日（土）２１日（日）２２日（月） ８：３０ 開始（雨天順延） 

※予備日 ７月 ２３日（火）２４日（水） 

 

２ 会  場   知立会場：昭和グラウンド （電話 0566-82-0019） 

刈谷会場：刈谷市立雁が音中学校 （電話 0566-24-1038） 

 

３ 参加人員  １校１チーム、引率教員１名、監督１名、コーチ２名（外部指導員可）、 

選手１８名（含スコアラー） 

※参加生徒の引率者・監督は、当該校の教員とする。ただし、学校事情により当該校の 

校長が認めた引率者としてのコーチ（外部指導者、部活動指導員）に監督資格を認める。 

参加１６チーム（支所選抜） 

 

４ 競技上の規定及び方法 

(1) 競技規則は、２０２４年オフィシャル・ソフトボールルールに準ずる。 

（ただし、突発的な事象が起こった場合は大会本部で協議し、決定する。 

(2) 競技方法は、トーナメント方式とする。 

(3) コールドゲームを適用する。（ただし、3回 15点、4回 10点、5回以降 7点差で適用する。） 

(4) 試合は７回までとする。同点の場合は８回以降タイブレーク を使用する。 

ただし、全試合８０分時間制を適用する。８０分を超えて新しいイニングには入らない。 

・８０分を超えて同点の場合はタイブレークを１イニングのみ適用する。 

・タイブレークを終えて同点の場合はくじ引きを適用する。 

また、サスペンデッドゲーム（審判・会場等の変更可）を適用する。 

(5) 使用球は（公財）日本ソフトボール協会検定３号ゴム球、バットは同協会検定の３号とする。 

また、セラミック及び金具つきのスパイクの使用は認めない。 

(6) ベンチ内の人数は、監督１名、コーチ２名、選手１８名（スコアラーを含む）の他、引率者１名の 

計２２名以内とする。 

(7) 監督・コーチは、選手と同色・同系のユニフォームを着用する。ユニフォームナンバーに 

ついては、監督は３０番、コーチは３１番・３２番をつける。 

(8) 選手は、各学校で指定したユニフォームに、学校名若しくは学校マーク及びユニフォーム 

ナンバー（１５cm以上で統一されたもの）、胸番号（６cm以上、１２cm以下）をつける。 

主将は、必ず１０番をつける。背番号 1～99を使用する。 

(9) コーチズボックスに入ることができるのは、選手・監督・コーチに限る。 

(10) 申込書に記載された選手のみ出場できる。打順表に記載のない控え選手は、該当試合に出場 

することができない。 

 (11) 雷が聞こえたら試合を中断する。試合は、雷が鳴りやんでから２０分経過後に再開する。雷警報が 

発令された場合は試合を中止する。 

(12) 熱中症予防のため、各イニング表裏それぞれ１５分程度経過した場合は、給水タイムを取る。 

（13）３回表、５回裏終了時にも給水タイムを取る。３アウトが確定したところでタイマーを止め、次の 

イニングの審判の「プレイ」の合図で再びタイマーをスタートする。 

 



 

５ 表  彰   優 勝･･････優勝旗、優勝杯、賞状、選手権賞 

準優勝･･････準優勝楯、賞状 

３  位･･････賞状 

 

６ 申込方法 

(1) 期  日   ７月１７日（水） 

(2) 様  式   規定の様式による。監督会議に持参する。（２部） 

 

７ そ の 他  

(1) 監督会議………７月１７日（水）１５時から知立市立竜北中学校（0566-82-8131）で開催する。 

(2) 雨天時等の開催決定などについては、5時 30分頃ホームページの「競技別お知らせ」に掲載するので 

確認すること。 

(3) 上位３チームに県大会出場権を与える。 

 (4) 開会式は実施しない。 

(5) 年度当初の日本ソフトボール協会への登録をクラブで登録した者は、出場できない。 

 

＜集合・監督会について＞ 
○参加チーム受付は 1試合目のチームは 7：20より、監督会議は 7：35 から各会場の A球場バックネット裏で

行う。2試合目のチームは、チーム受付は 9：00より、監督会議は 9：35から各会場の A球場バックネット

裏で行う。 

 〇2日目以降の監督会議は行わない。 

 

＜開会式等の中止について＞ 
 ○開会式（選手宣誓も）は行わない。優勝旗と準優勝盾は、地区運動部員が回収。 
 ○優勝旗：豊田市立美里中学校。準優勝盾：岡崎市立矢作北中学校。 
 
＜使用球について＞ 
 西三河大会ならびに愛知県大会は内外（ナイガイ）を使用する。 

 
＜雨天などによる試合の中断・中止について＞ 
 ○雨天による一時中断については、中断開始から１時間を経っても継続できないと本部が判断した場合は、明

日以降に順延する。ただし、予備日が取れない場合は、天候が回復次第に試合を続行する。 

 ○雷鳴がなった場合は、直ちに試合を中断する。その場合、各球場責任者（西三河運動部員）に連絡を入れる。

試合再開は大会本部の判断を待って行う。 

 ○雨天によるコールドゲームについては大会長・審判長と協議して決定する。 

  オフィシャル５－３項より 

  （２）５回あるいはそれ以上の回が終了したとき、または後攻チームが先攻チームより５回かそれ以上  

     の回の裏に、多く得点した時。 

  （３）５回が完全に終了していないときは、無効試合（ノーゲーム）*1。ただし下の場合は正式試合と 

     なる。 

   １）後攻チームが５回裏の攻撃をしなくても、先攻チームより得点が多いとき。 

   ２）後攻チームが５回裏の攻撃中に得点が多くなったとき。 

   *1 今大会はサスペンデッドゲームで対応する。 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜試合の時間制と給水タイムに伴う熱中症対策申し合わせ事項＞ 
 ○時間の管理については、各球場責任者（西三運動部員）に一任する。 

 ○８０分の区切りについては、裏の回スリーアウト成立時点のことである。 

 ○時間が過ぎていた場合、球場責任者がその旨を球審に伝え、球審が指示を出す。 

 ○その他、やむを得ず試合を中断する場合に限り、時間を止める場合がある。 

 ○表を裏のイニングを時間計測（プレイから計測）し、１５分程度経過して、球場責任者が給水 

  タイムを取る場合、球審にその旨を伝え、球審が指示をだす。その際、試合時間は止める。 

 ○給水タイム中は守備側の選手はベンチに入って給水を取る。また、走者がいる場合も、自チーム 

  ベンチに入って給水をとる。監督、コーチが選手と打ち合わせはしない。 

 ○給水時間は特に設けず、しっかりと給水させ、速やかに再開するよう促す。 

○試合再開前のピッチングは行わない。 

◎熱中症特別警戒アラートが発表されたときは大会長と協議して翌日の試合を中止・延期する。 

◎会場のＷＢＧＴが３１を超えた場合は試合を中断し大会長・審判長と協議して待機またはコールドゲームの

決定をする。 

  オフィシャルルール５－３項より： 

（２）５回あるいはそれ以上の回が終了したとき，または後攻チームが先攻チームより５回かそれ以上の回の

裏に多く得点していたとき。 

※ただし今大会は、５回が完全に終了していないときは、待機し、下がり次第再開する。 

 

＜ベンチに入る指導者ならびに選手について＞…プログラム用申込書確認！ 
 １．西三河大会では、監督（部活動指導員、教職員）、コーチ２名（外部指導者可）、引率者（部活動指導員、

教職員）の計４名がベンチに入ることがでる。トレーナーのベンチ入りを認めていない。 

２．県大会からは、コーチは１名（外部指導者可）となる。 

  また監督、コーチが引率責任者を兼ねない場合、引率責任者はユニフォーム不可となります。 

 

＜県大会について＞ 
 １．今大会の上位３チームについては愛知県中学校総合体育大会の出場資格を得る。 

２．県大会出場校は，閉会式後に A球場バックネット裏にて打ち合わせを行う。 

 ３．愛知県中学校総合体育大会の日程および会場 

    日 時 ７月 29日（月）３0日（火）31日（水）予備日 1日（木）、２日（金） 

場 所 豊明市勅使グラウンド 


